
 

 

■
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ 

北
広
島
商
工
会 

会
長 

山
田 

久
俊 

 
 

新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
令
和
７
年

を
ご
健
勝
で
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
、
当
商
工
会
の
事
業
推
進
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
し
、
社
会

経
済
や
市
民
生
活
は
通
常
に
動
き
出
し
、
ま

た
当
商
工
会
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
る
な
ど

活
気
と
賑
わ
い
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
原
材
料
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
に
加
え
、
深
刻
化
す
る
働
き
手
不
足
等

の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
事
業
者
、
特
に
地
域

の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

  

こ
う
し
た
中
、
当
商
工
会
で
は
、
地
域
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
最
も
身
近
な
相

談
窓
口
と
し
て
国
・
北
海
道
・
北
広
島
市
と
連

携
し
、
資
金
繰
り
・
生
産
性
向
上
・
事
業
継
続

等
の
た
め
の
支
援
な
ど
、
事
業
者
に
寄
り
添

っ
て
多
様
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
物
価

高
騰
等
に
よ
り
低
迷
し
て
い
る
市
内
の
消
費

を
喚
起
し
市
内
事
業
者
を
応
援
す
る
た
め
、

市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
年
も
引
き
続
き
、
会
員
を
取

り
巻
く
経
営
課
題
等
へ
の
対
応
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

北
広
島
市
に
お
い
て
は
、
北
海
道
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
開
業
以
降
、
多
く
の

方
々
が
北
広
島
市
を
訪
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の

様
子
も
大
き
く
変
わ
り
、
北
広
島
の
ま
ち
づ

く
り
の
新
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
、
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
北
広
島
駅

西
口
で
は
商
業
・
ホ
テ
ル
複
合
交
流
施
設
が

今
年
３
月
に
開
業
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
北

広
島
の
顔
と
な
る
賑
わ
い
と
交
流
を
生
む
拠

点
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
変
化
は
、
市
内
商
工
業
の
発
展
・
振
興
に

と
っ
て
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
し

て
変
革
の
時
と
し
て
捉
え
、
人
の
流
れ
や
波

及
効
果
が
地
元
事
業
者
へ
繋
が
る
よ
う
当
商

工
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
関
わ
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

地
域
に
根
差
し
た
市
内
唯
一
の
経
済
団
体

で
あ
る
当
商
工
会
は
、「
き
め
細
か
な
経
営
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
と
い
う
商
工
会
活
動

の
原
点
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
事
業

者
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
市
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し

て
地
域
経
済
の
牽
引
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
支
援
、
地
域
の
活
性
化
等
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。 

    

■
熊
本
県
の
大
津
町
商
工
会
な
ど
を 

訪
問
～
道
外
視
察
研
修
～ 

11
月
14
日
か
ら
２
泊
３
日
で
、
部
会
員

９
名
が
参
加
し
道
外
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
千
歳
市
に
進
出
し
た
「
ラ

ピ
ダ
ス
」
の
近
郊
市
町
へ
の
影
響
を
想
定

し
、
台
湾
の
大
手
半
導
体
メ
ー
カ
ー
「
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
」
が
進
出
し
た
熊
本
県
菊
陽
町
に
隣
接

す
る
大
津
町
商
工
会
と
、
熊
本
地
震
か
ら
の

復
興
が
進
ん
で
い
る
益
城
町
を
視
察
し
ま
し

た
。 

大
津
町
商
工
会
で
は
、
松
永
商
工
会
長
と

杉
谷
事
務
局
長
か
ら
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

菊
陽
町
は
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
一
方
、

大
津
町
は
無
調
整
区
域
の
た
め
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
建
設
が
相
次
ぎ
、
地
価
が
日
本
一
高

騰
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
移
住
者
が

令
和
２
年
と
比
較
し
て
1.8
倍
に
増
加
し
、
居

酒
屋
な
ど
の
利
用
も
増
え
て
予
約
が
難
し
く

な
り
、
交
通
渋
滞
も
発
生
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。 

益
城
町
は
、
平
成
29
年
に
熊
本
地
震
か
ら

の
復
興
状
況
を
当
工
業
部
会
で
視
察
し
た
経

緯
が
あ
り
、
今
回
は
復
興
街
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
「
に
じ
い
ろ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気

軽
に
集
え
る
交
流
と
住
民
活
動
の
場
」
、

「
熊
本
地
震
の
記
憶
の
継
承
の
場
」
、
「
災

害
に
備
え
る
場
」
の
３
つ
の
基
本
方
針
で
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
の
被
災
状

況
や
復
旧
・
復
興
へ

の
歩
み
に
つ
い
て
学

べ
る
展
示
や
多
目
的

ホ
ー
ル
も
あ
り
、
放

課
後
に
は
小
学
生
が

遊
び
に
来
る
な
ど
交

流
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。 

北
広
島
市
で
は
、

２
０
１
８
年
の
「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」

で
大
曲
地
区
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
２
０
２
３
年
に
は
「
北
海
道
ボ
ー
ル
パ

ー
ク
」
が
開
業
し
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
渋
滞
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
千
歳
市
の
「
ラ
ピ
ダ
ス
」
進
出

に
よ
り
今
後
も
住
宅
需
要
の
増
加
や
企
業
進

出
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
研
修
を
通
じ

て
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
復
興

に
は
長
い
年
月
が
か
か
る
た
め
、
日
頃
か
ら

減
災
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
と
、
街
づ

く
り
も
長
期
的
な
展
望
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。 

 ■
人
材
の
採
用
に
つ
い
て 

～
北
洋
銀
行
の
森
本
支
店
長
～ 
 

12
月
４
日
、
第
４
回
幹
事
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

今
回
は
講
師
例
会
も
兼
ね
て
お
り
、
北
洋

銀
行
北
広
島
中
央
支
店

の
森
本
支
店
長
よ
り

「
人
材
の
採
用
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
講
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

森
本
支
店
長
か
ら

は
、
「
今
後
の
労
働
人

口
が
減
少
し
２
０
４
０

年
に
は
１
，
１
０
０
万

人
不
足
す
る
と
予
想
さ

れ
る
」
、
「
求
人
は
、

企
業
が[

選
ぶ]

か
ら

[

選
ば
れ
る]

に
変
化
し
て
い
る
」
、
「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
募
集
や
辞
め
な
い
工
夫
が

必
要
」
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

講
師
例
会
終
了
後
、
各
委
員
会
か
ら
次
の

よ
う
な
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。 

◇
研
修
委
員
会
（
佐
々
木
委
員
長
） 

 

①
道
外
視
察
研
修
に
つ
い
て 

②
次
年
度
は
大
阪
万
博
を
視
察
す
る 

◇
交
流
委
員
会
（
米
内
委
員
長
） 

 

①
部
会
員
交
流
事
業
に
つ
い
て 

②
海
外
交
流
事
業
に
つ
い
て 

◇
経
済
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
（
新
田
委
員
長
） 

 

①
次
年
度
（
第
40
回
）
は
、
伊
藤
聡
子
氏

（
キ
ャ
ス
タ
ー
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）
を
講

師
と
し
開
催
す
る 

                

                                                        

会員 747名(+ 3、- 2) 

商業 451名(+ 3、- 2) 

工業 352名(+ 0、- 0) 

青年 42名(+ 0、- 0) 

女性 51名(+ 0、- 0) 
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■
新
会
員
紹
介 

 

【
商
業
部
会
】 

 

○
久
蔵
庵 

 
 
 

平
松 

一
馬 

様 

島
松
112-

11 
 
 
 
 

 

○
㈱
ヘ
イ
ワ 

 

続
石 

平
蔵 

様 

松
葉
町
５-

９-

14 
 

○
合
同
会
社 

森
の
パ
ン
工
房
ウ
タ
リ 

 
 
 

佐
藤 

修
平 

様 

輪
厚
308  

 
 
 
 

 
 

工
業
部
会
（
部
会
長 

木
原 

雅
史
） 

★商工会だよりへの御社ＰＲ掲載、
あるいはパンフレット・チ 

ラシ同封のご希望がありました 

ら、お気軽にお問い合わせくだ 

さい。(会員相互ＰＲ事業) 

謹
賀
新
年 

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ 

北
広
島
商
工
会
は
、

12

月

28

日(

土)

か
ら
１
月
５
日(

日)

ま
で
お
休
み
で
す
。 

mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/
mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/
mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/


 

 

女
性
部
（
部
長 

山
美 

直
美
） 

◎商工貯蓄共済制度 
この制度は、「貯蓄」「融資」「保障」の３つの機能を組み合わせた、商工会会員及

びそのご家族、従業員の皆様のための、商工会独自の共済制度です。掛金の一部を保
険料にまわし保険契約が結ばれることにより、万一の場合を保障されるとともに、掛
金のほとんどは貯蓄積立金として金融機関に預けられ、利息がついて加入者のお手元
に戻る仕組みとなっています。 
【加入資格】商工会の会員で６歳～７０歳までの健康な方 
【掛  金】月額１口２，０００円（年齢により最高２０口まで） 
【手 数 料】年額１口１，２００円（積立金より差引かれます） 
【保  障】１口につき以下の表 

   

■
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
北
広
島
市
へ
の 

移
住
促
進
や
地
域
貢
献
を
目
指
す 

 

11
月
９
日
、
青
年
部
主
催
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回

目
の
開
催
で
、
北
広
島
市
へ
の
移
住
促
進
に

よ
る
人
口
増
加
に
加
え
、
商
工
業
者
等
の
担

い
手
創
出
と
地
元
事
業
者
と
の
連
携
や
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
女
性
に
欠
席
者
が
で
た
た
め
、
男

性
15
名
、
女
性
12
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

男
性
陣
が
バ
ス
で
札
幌
市
内
ま
で
女
性
を
迎

え
に
行
き
、
車
内
で
参
加
者
同
士
が
席
を
順

次
変
え
な
が
ら
会
話
を
す
る
形
で
ス
タ
ー
ト
。

北
広
島
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ

内
に
あ
る
ス
イ
ー
ツ
店
の
「
ビ
ン
ケ
ー
キ
」
で

軽
食
を
共
に
し
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
そ
の
後
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
の
最
上
階
で

夜
景
を
望
み
な
が
ら
夕
食
を
満
喫
。
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
、
参

加
者
同
士
の
気
持
ち
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

告
白
タ
イ
ム
と
し
７
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立

し
ま
し
た
。 

参
加
者
や
事
業
所
の
方
々
か
ら
は
好
評
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

■
大
規
模
商
業
施
設
の
視
察
と 

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
に
参
加 

～
道
外
視
察
研
修
～ 

 

11
月
26
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
、
部
員

10
名
の
参
加
で
道
外
視
察
研
修
を
実
施
し
、

再
開
発
が
進
ん
で
い
る
大
阪
キ
タ
地
区
の

「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
の
視
察
と
商
工

会
青
年
部
全
国
大

会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。 

大
阪
に
到
着
後
、

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
と
も
取
引

が
あ
り
、
「
グ
ラ
ン

フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
に

も
出
店
し
て
い
る

㈱
ホ
ッ
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
代
表
取
締

役
社
長
の
早
田
氏

に
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
は

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
に
直
結
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
お
店

が
２
６
０
店
舗
も
併
設
さ
れ
た
国
内
最
大
規

模
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
で
す
。
既
に
大

規
模
な
施
設
で
す
が
、
現
在
も
開
発
途
中
と

い
う
こ
と
で
規
模
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。 

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
で
は
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
の
計
７
名
の
主
張
発
表
が
あ
り
、

自
社
商
品
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
青
年
部
員

事
業
所
の
様
々
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
紹
介

さ
れ
、
会
場
内
の
出
店
ブ
ー
ス
で
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
国
内
最
大
規
模

の
複
合
商
業
施
設
と
全
国
各
地
の
青
年
部
の

取
り
組
み
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
当
青

年
部
の
今
後
の
活
動
や
自
社
事
業
に
大
変
役

立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

    ■
防
災
に
つ
い
て
考
え
る 

～
市
内
先
進
企
業
・
市
内
観
光 

資
源
等
研
修
～ 

 
 今

回
の
市
内
先
進
企
業
・
市
内
観
光
資
源

等
研
修
で
は
、
防
災
を
改
め
て
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
と
防
災
セ

ン
タ
ー
を
11
月
７
日
に
視
察
し
10
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

令
和
６
年
６
月
に
大
曲
地
区
に
完
成
し
た

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
は
、
防
衛
省
の
助
成
金

を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
に

は
８
，
０
０
０
人
に
１
日
１
回
お
に
ぎ
り
２

個
と
汁
物
を
３
日
間
提
供
で
き
る
分
の
備
蓄

を
し
て
お
り
、
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
時
に

陸
路
で
の
搬
送
が
難
し
い
場
合
に
備
え
ヘ
リ

ポ
ー
ト
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
支

援
食
糧
の
受
け
入

れ
集
積
所
も
備
え

て
い
る
ほ
か
、
断
水

に
備
え
受
水
設
備

や
停
電
時
の
灯
油

を
使
用
し
た
非
常

用
自
家
発
電
機
、
炊

き
出
し
用
稼
働
燃

料
と
し
て
の
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
も
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
普
段

は
市
内
小
学
校
８

校
に
給
食
を
提
供

し
て
お
り
、
当
日
参
加
し
た
部
員
も
有
料
で

給
食
を
試
食
し
ま
し
た
。 

 

防
災
セ
ン
タ
ー
は
北
海
道
開
発
局
が
水
防

活
動
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
市
と
共
同
で

管
理
し
て
お
り
、
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
管
理
業
務
を
受
託
し
て
い
ま
す
。
敷

地
は
２
５
，
０
０
０
㎡
、
エ
ス
コ
ン
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
２
個
分
の
広
さ
で
、
敷
地
内
に
は
ヘ
リ

ポ
ー
ト
や
資
材
置
き
場
、
水
防
資
材
な
ど
が

あ
り
、
災
害
時
の
情
報
収
集
の
場
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
敷

地
内
に
は
停
電
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

照
明
車
や
排
水
ポ
ン
プ
な
ど
も
配
備
さ
れ
、

通
常
時
は
防
災
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、

防
災
用
具
の
展
示
や
、
パ
ネ
ル
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
や
地
震

な
ど
で
「
想
定
外
」
の
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
だ
け
で
も
元
旦
の
能
登
半
島

地
震
や
８
月
の
日
向
灘
を
震
源
と
し
た
地
震

に
伴
い
、
初
め
て
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報(

巨
大
地
震
注
意)

」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
で
は
、
備
蓄
食
料
を
期
限
切

れ
の
無
い
よ
う
給
食
に
利
用
し
て
い
る
と
の

説
明
も
受
け
、
改
め
て
食
料
や
防
災
備
蓄
品

の
見
直
し
、
避
難
場
所
な
ど
を
確
認
す
る
き

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。 
  ■

164
枚
を
寄
贈
～
雑
巾
寄
贈
～ 

 
 女

性
部
で
は
、
１
年
を
通
し
て
部
員
に
雑

巾
の
作
成
を
依
頼
し
、
市
内
小
学
校
へ
寄
贈

し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
部
員
の
ほ
か
に
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
か
ら

も

37

枚
提
供
い
た

だ
き
、
部
員
作
成
分

と
併
せ
て
１
６
４
枚

の
雑
巾
を

12

月
４

日
に
東
部
小
学
校
の

児
童
会
長
に
山
美
部

長
か
ら
手
渡
し
ま
し

た
。 児

童
会
長
か
ら
は

「
た
く
さ
ん
の
雑
巾

を
寄
贈
し
て
も
ら
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
清
掃
で
活
用
し
ま
す
。」
と
喜
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。 

  ■
お
い
し
い
食
事
で 

１
年
を
振
り
返
り
～
忘
年
会
～ 

 

12
月
５
日
に
忘
年
会
を
開
催
し
、
19
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
商
工
会
館
前
に
完

成
し
た
ホ
テ
ル
「
Ｎ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｎ
Ｄ 

Ｌ

Ｅ
Ｏ
」
に
併
設
さ
れ
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ｍ

ｏ
ｇ
」
で
例
会
と
併
せ
て
忘
年
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

例
会
で
は
、
事
業
報
告
と
併
せ
て
組
織
強

化
を
目
的
に
毎
年
部
員
へ
送
っ
て
い
る
粗
品

を
紹
介
。
今
年
は
カ

バ
ン
を
テ
ー
ブ
ル

に
か
け
る
こ
と
の

で
き
る
バ
ッ
グ
ハ

ン
ガ
ー
を
部
員
へ

贈
呈
し
ま
し
た
。 

食
事
会
で
は
お

ま
か
せ
で
ラ
ン
チ

セ
ッ
ト
を
注
文
し
、

お
い
し
い
食
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

 
 

 

契約年齢 ６～４６歳 ４７歳～５４歳 ５５歳～７０歳 

保険金額 １００万円 ５０万円 ２５万円 

青
年
部
（
部
長 

仲
野 

誠
） 

○●○確定申告等相談会のご案内○●○ 
 

当会の顧問税理士である佐々木章先生が、下記の日程で確定申告等の相談に

応じます。 

日にち：２月１３日（木）、１８日（火）、２５日（火）、２７日（木）、 

３月 ３日（月）、 ５日（水）、  ６日（木）、 

７日（金）、１２日（水）、１３日（木）、 

時 間：午前１０時～１２時、午後１時～４時まで 

場 所：北広島商工会館２階 会議室 

相談料：無料 

※職員も対応しておりますので、お気軽にご相談ください。 

 

納期の特例の源泉納付期限は１月２０日（月）です。 

○●○源泉所得税の納付はお済みですか○●○ 
 


